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６-１  計画の整理と位置づけ 
 

「第５次静岡市上下水道事業中期経営計画（以下、第５次中期経営計画）」は、「しずおか

水ビジョン」の実現に向けて掲げた基本計画である「経営戦略【改定版】（令和５年度～16年

度）」に基づき、４か年（令和５年度～８年度）で取り組む施策及び事務事業を具体的に整理

した実施計画になります。 

また、「第５次中期経営計画」は、それぞれの事業に関連する計画との整合を図るとともに、

社会状況の変化や技術革新の進展などを踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 

そして、策定に当たっては、「第４次中期経営計画（令和元年度～４年度）」からの継続性

を図るとともに、附属機関である「静岡市上下水道事業経営協議会（以下、「経営協議会」と

いう。）」による行政評価における意見などを踏まえ、登載施策及び事務事業の整理や様式及

び内容についても見直しと改善を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-２  計画期間（第５次中期経営計画） 
 
 

開始年度 終了年度 

令和５年度 令和８年度 

 

 

基本構想 
目指すべき将来像 

「経営戦略（基本計画）」 
（R５～R16） 

12 年間の進むべき方向性 
 

「中期経営計画（実施計画）」 
（R５～R８）（R９～R12）（R13～R16） 

第 5 次    第６次    第７次 
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６-４  施策個票 
※単年度指標…年度ごと指標を測定し、施策評価時に各年度の達成状況を勘案し、評価するもの 

※累積指標……これまでの実施成果を累積した指標であり、施策評価年度の達成状況を評価するもの 

 
 

 

（成果指標１） 事務事業「水道管の減災対策【水道】」（ Ｐ17、18） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 
累積 

基幹管路の 
耐震管率 

42.2％ 42.7％ 42.9％ 43.1％ 43.5％ 

 ●指標について 

地震災害に対して被害を最小限にするとともに、迅速な対応により早期の機能回復が可能となるよ

う、基幹管路（重要な水道管）を耐震化していくことから、災害に対する水道システムの安全性、危機

対応性の向上を示す「基幹管路の耐震管率」を成果指標として設定しました。 
 ●指標の算出方法 

(基幹管路のうち耐震管延長/基幹管路延長)×100 (％)  

※耐震管延長及び基幹管路延長は、新設管路延長を含む。 
 

（成果指標２） 事務事業「水道施設の減災対策【水道】」（ Ｐ19、20） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 
累積 

配水池の 
耐震化率 

44.8％ 52.3％ 52.4％ 52.4％ 53.1％ 

 ●指標について 

地震災害に対して被害を最小限にするとともに、迅速な対応により早期の機能回復が可 

能となるよう、重要な配水施設を耐震化していくことから、災害に対する水道システムの 

安全性、危機対応性の向上を示す「配水池の耐震化率」を成果指標として設定しました。 
 ●指標の算出方法 

(耐震対策の施された配水池等有効容量/既設配水池等有効容量)×100 (％) 
 

（成果指標３） 事務事業「水道施設の減災対策【水道】」（ Ｐ19、20） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 
累積 

清水谷津浄水場 

の施設耐震化率 
12.0％ 12.0％ 16.0％ 16.0％ 20.0％ 

 ●指標について 

清水谷津浄水場は、清水区約８割の配水量を担う重要施設であり、施設規模も大きく長期的にわ

たり耐震化事業を実施する必要性から、「清水谷津浄水場の施設耐震化率」を成果指標として設定

しました。 
 ●指標の算出方法 

(耐震対策の施された清水谷津浄水場の施設数/清水谷津浄水場の施設数)×100％ 

  

施策（１） 重要な管・施設の強靭化（水道） 

目的 
 水道事業は、「水道管の減災対策」、「水道施設の減災対策」の事務事業により、想定される巨
大地震や激甚化・頻発化する自然災害に備え、管や施設の強靭化を進めることで、危機管理の
強化を目指すものである。 

政策１ 危機管理を強化する。 
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（成果指標１） 事務事業「水道施設の統廃合【水道】」（ Ｐ41、42） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 
累積 

維持管理費 
縮減効果 

約 1,900 万円/

年 

約 1,900 万円/

年 

約 2,200 万円/

年 

約 2,200 万円/

年 

約 2,200 万円/

年 

 ●指標について 

これまで整備拡張を進めてきた水道施設の施設規模を見直す必要があるため、水道施設の配置

を活かした統廃合を行うことで得られる「維持管理費縮減効果」を成果指標として設定しました。 
 ●指標の算出方法 

 施設統廃合・停止に伴う電気料金・管理業務費等の軽減額 

  ※軽減額の内訳（令和４年度の実績を基に算出（谷津山配水池）） 

項目 金額 

電気使用料及び通信費等 約 60 万円/年 

設備点検等委託料 約 180 万円/年 

清掃委託料 約 60 万円/年 

 

（成果指標２） 事務事業「配水ブロックの再編【水道】」（ Ｐ43、44） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 
累積 

配水ブロック
再編が完了し

た割合 

0％ 
(0 箇所) 

0％ 
(0/14 箇所) 

7％ 
(1/14 箇所) 

21％ 
(3/14 箇所) 

36％ 
(5/14 箇所) 

 ●指標について 

施設事故から速やかな復旧を行うため、濁水や断水が発生する影響範囲を特定しやすくする必要

があることから、施設ごとの配水エリアを区切る「配水ブロック再編が完了した割合」を成果指標として

設定しました。 
 ●指標の算出方法 

配水ブロック再編が完了した箇所/配水ブロック再編予定箇所（5 か所） 

 

（成果指標３） 事務事業「水道管・施設の漏水対策【水道】」（ Ｐ45、46） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 
単年度 管路点検率 84.7％ 92.1％ 92.1％ 92.1％ 92.1％ 

 ●指標について 

経年化した水道管からの漏水の軽減と地上に現れない漏水（地下漏水）を発見し、道路陥没など

の不測の事故の発生を未然に防ぐ必要があることから、管延⾧に対する 1 年間で漏水調査を実施し

た管延⾧の割合を示す「管路点検率」を成果指標として設定しました。 

 ●指標の算出方法 

管路点検率 (漏水調査を実施した管延長/管延長)×100 (％) 

 

  

施策（２） 管・施設の効率化（水道） 

目的 
水道事業は、「水道施設の統廃合」、「配水ブロックの再編」、「水道管・施設の漏水対策」の事

務事業により、施設規模の適正化に努め、維持管理費の軽減を図っていくことで、持続可能な管・
施設の運用を目指すものである。 
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（成果指標１） 事務事業「下水道施設の統廃合【下水道】」（ Ｐ47、48） 

 単年度・累積

の別 
指標名 

４年度 

（見込） 

５年度 

（目標） 

６年度 

（目標） 

７年度 

（目標） 

８年度 

（目標） 

 

累積 

処理区切替工
事整備による
維持管理費縮

減効果 
（約 1,800 万円/年） 

０円 ０円 ０円 ０円 ０円 

 ●指標について 

維持管理費の軽減と施設規模の適正化につながるよう、処理区切替工事を進めていくことから、そ

の効果額を示す「処理区切替工事整備による維持管理費縮減効果（約 1,800 万円/年）」を成果指

標として設定しました。 

※本事務事業は令和８年度までに処理区切替工事が完了し、令和９年度に縮減効果が生じることか

ら、事務事業個票（P48）の成果指標の目標値は「令和９年度目標」である「約 1,800 万円/年」を記

載しています。また、同様の理由から、第５次中期経営計画期間内の施策評価の対象とはしません。 
 ●指標の算出方法 

（宮加三ポンプ場の廃止に伴う維持管理費縮減効果額） 

 ※軽減額の内訳（令和３年度の実績を基に算出（宮加三ポンプ場）） 

項目 金額 

電気使用料及び通信費等 約 500 万円/年 

設備点検等委託料 約 430 万円/年 

運転管理委託料 約 870 万円/年 

  

施策（２） 管・施設の効率化（下水道） 

目的 
 下水道事業は、「下水道施設の統廃合」の事務事業により、施設規模の適正化に努め、維持管
理費の軽減を図っていくことで、持続可能な管・施設の運用を目指すものである。 
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具体的な取組 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

市政出前講座など     

  

関連イベント・ホームページ・広報紙 
など 

    
   

  

② 内水ハザードマップの周知【下水道】   
活動目標 

「静岡市浸水対策推進プラン」のソフト対策に位置づけた内水ハザードマップの活用方法な

どをより多くの市民の皆さんに広げ、理解してもらうため、令和８年度末までに市政出前講座

などを 60 回実施します。  
（活動指標） 

実施内容 １～４年度 
（見込） 

５～８年度 
計 

５年度 
（目標） 

６年度 
（目標） 

７年度 
（目標） 

８年度 
（目標） 

市政出前講座など 
の開催数 20 回 60 回 15 回 15 回 15 回 15 回 

①浸水しやすい区域や浸水の深さを把握してもらい、日頃から大雨への備えに活用していただく 

目的で作成しています。 
②マップには、平成 15 年７月４日に記録した静岡市の過去最大時間雨量 112 ㎜の雨が市内 

全体に降ったとシミュレーションをした時に、想定される浸水区域や浸水の深さを表しています。 
③その他、緊急避難場所、避難の心得や過去の浸水被害情報などを掲載しています。 
 

※内水：堤防の内側（市民が住居している側）の土地にある水のこと。 

    ハザードマップ：自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で作成されたもの。 

 

（例：上下水道局庁舎付近のマップ） 

上下水道局 
  庁 舎 

【内水ハザードマップとは？】 

周知(継続) 

開催(継続) 

（内水ハザードマップ：葵区・駿河 

 区・清水区 令和３年３月に更新） 

※冊子は、各区市政情報コーナーや 

生涯学習施設などで配付していま 

す。また、市のホームページでも内 

容を確認できます。 

市政出前講座は、下水道計画課が主体となり生涯学習施設との共催事業として実施し、

自治会や学校などからの要請にも対応していきます。 
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成  果 浸水対策の１つであるソフト対策として内水ハザードマップの周知を進めることにより、浸

水が想定される区域や浸水の深さなどを事前に情報提供することで、市民の皆さんの自

助・共助の意識の向上につながります。   
 

 （成果指標）   

 

 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【内水ハザードマップの活用（自宅等～避難場所までの経路を確認）】 

（内水ハザードマップより） 

（ホームページより） 

【市政出前講座の様子】 

（写真１：研修形式） （写真２：授業形式） 
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具体的な取組 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
災害時等非常時における 
応急体制の充実 
（マニュアルの整理・検討・更新） 

  
 

 

  

各種訓練の実施 

（大都市水道事業体 等） 

（内部・関係機関 等） 

（市民・民間団体・他団体 等） 

 

  

  

関係機関との災害協定の締結 

（内容の見直し・新たに協定が必要

な分野・業務の検討） 

  
  

 
  

災害・事故等の情報発信力強化 
（災害時総合情報サイトとの連携） 

（被害情報・対応状況の周知） 

（地域や被災者の実情に合わせた

発信方法の検討・導入） 

   

 

 

  

  

① 事業継続に必要な応急体制の充実・定着【共通】   
活動目標 

震災や大規模風水害などの災害等非常時に迅速・的確な対応ができ事業継続が図られ

るよう、マニュアル等の整備や職員・関係団体への研修・訓練により、一層の応急対応の定

着と災害対策本部機能の強化を図ります。また、被害状況や局の対応について、市民の皆さ

んに必要な情報をより伝わり易くなるよう、多様な方法により発信力を高めます。 

 

（活動指標） 

実施内容 １～４年度 
（見込） 

５～８年度 
計 

５年度 
（目標） 

６年度 
（目標） 

７年度 
（目標） 

８年度 
（目標） 

目的別訓練の 
実施回数 

（本部機能・連携 等） 
40 回 56 回 14 回 14 回 14 回 14 回 

災害・事故等の 
情報発信力強化 随時実施 

運用方法 

検討・公開 

運用方法 

検討・試行 
実施 

検証・改善 
新たなツール・運

用方法の検討 
新たなツール・運

用方法の検討 

実施（継続）班別役割・人員配置・資機材 など 

災害・事故等発生時の情報発信の仕組みづくり 

職員の被害 

調査情報 

市民の通報 災害対策本部で 

情報集約や対応

を指示 

●被害情報 

●断水・濁水・汚水

の溢れ箇所 

●対応状況（応急

給水・復旧） 

        など 

【発信する情報の例】 

〇断水等被災エリアの提示 

〇応急給水ポイントの周知 

〇応急復旧（上下水道）状況 

〇市長部局との連携状況 

 など、市民の皆さんが知りたい

情報や問合せ先等を発信 

 
ホームページやＳＮＳの活用に

加え、対象となる地域や市民

の皆さんの実情に合わせて、

多様なチャンネルを活用した

情報発信方法を検討・導入す

る。 

市⾧部局と調整中 
（災害時総合情報サイトの構築について記載） 

実施（継続） 
内容（掲載状況・運用）の検証・改善、 

随時実施 

掲載様式･ルー
ル検討、各班
（課）との調
整、既存 HP

での試行 

実施（継続） 

新たなツールの 
導入可能性検討 

市⾧部局と調整中 
 

（災害時総合情報サイトの構築について記載） 

実施（継続）「応援」・「受援」を相互に実施 

実施（継続）部本部訓練・機器操作訓練 等 

実施（継続） 
自治会・協定締結企業・日本水道協会・下水道事業団・他都市・静岡県 等 

実施（継続） 見直し･新たな分野の検討 
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成  果 事故や災害等の非常時における事業継続能力が高まり、市民生活に必要な給排水の早

期復旧が図られ、水道水の安定供給や下水道による公衆衛生の確保等につながります。 
  

 

（成果指標）   
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具体的な取組 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 
対外調整・設計     

  

整備工事（管方式）     
 

  

位置・利用方法の周知     
 

  

自助・共助を強化する取組      

  

② 給水拠点等の整備・充実【水道】   
活動目標 

「静岡市水道事業震災時等応急対策計画」に基づき、給水拠点において多様な手法でよ

り円滑に給水活動を実施できる施設を整備します。これまでの備蓄方式は、一定量の水が確

保されていることから、通常の生活へ段階的に復旧するための継続的な給水が可能となる管

方式の整備を推進します。管方式は、全部で７１箇所の整備を目指しており、令和８年度末

までに新たに８箇所を整備し、より効率的な給水活動の実現を目指します。 

 

（活動指標） 

実施内容 １～４年度 
（見込） 

５～８年度 
計 

５年度 
（目標） 

６年度 
（目標） 

７年度 
（目標） 

８年度 
（目標） 

給水拠点の 
施設整備数 

３箇所 
(うち管方式１箇所) 

８箇所 ２箇所 ２箇所 ２箇所 ２箇所 

【給水車に頼らない給水拠点の仕組み】 
 更新・耐震化の進捗等に合わせて施設・管路を活用し、被災時にも水道管を可能な限り利用して給

水拠点へ水が届く仕組みを整備します。これまで整備してきた耐震性貯水槽と合わせて、多様な手法

を取り入れ、給水車による運搬給水を代替・補完する施設の整備を行っていきます。 

 

耐震化された重要な管から

給水拠点（給水栓）に水を

送ることができる仕組み 

被災数日後～ 

耐震性貯水槽に貯めた

水を利用する仕組み 

被災 0 日目～3 日間程度 

実施(継続) 

調査・設計(継続) 

施工(継続) 

実施(継続) 
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成  果 応急給水活動を実施する給水拠点の整備において、多様な整備手法を取り入れること

で、南海トラフ巨大地震等広域的災害時に、不足することが懸念される給水車の機能を代

替・補完し、応急給水体制を強化します。（耐震性貯水槽（備蓄方式）は令和４年度末まで

に４３箇所の整備を完了しています。） 

  

 （成果指標）   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( )  

 

赤枠で囲んだところを整備 
するのが、この事業だよ。 
整備が進むことで、効率的に水
を届けやすくなるんだ。 

（写真：給水栓のイメージ（出典：神戸市）） 
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具体的な取組 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

設備の点検・修繕   
 

 

  

設備の更新調査・設計     

 
  

設備の更新工事     

 
  

  

② 水道施設の更新【水道】   
活動目標 

「静岡市水道施設中長期更新計画」に沿って策定した「機械・電気設備更新計画」に基づ

き、点検・調査によって更新が必要となった老朽化した設備のうち、令和８年度末までに新た

に 218 設備の更新工事を実施します。  
（活動指標） 

実施内容 １～４年度 
（見込） 

５～８年度 
計 

５年度 
（目標） 

６年度 
（目標） 

７年度 
（目標） 

８年度 
（目標） 

機械・電気設備の 
更新工事 115 設備 218 設備 74 設備 55 設備 45 設備 44 設備 

【非常用自家発電設備の更新例】 

（写真１：更新前） （写真２：更新後） 

【設備の新設から更新まで】 

新設工事 
（設備の設置） 

※新設以降、施設が稼働する限り、設備の維持管理と更新工事を繰り返します。 

維持管理 
（点検・修繕） 

更新調査・設計 
更新工事 

老朽化 

施工(継続) 

施工(継続) 

調査・設計(継続) 
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成  果 設備を計画的に更新していくことで、老朽化による設備の機能不全を抑えることができ、

水道の給水の停止を未然に防ぐことにつながります。 
  

 

 （成果指標）   

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

塩素注入設備 
各家庭まで消毒効果を持

つ塩素を注入する設備 

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ
地下水をくみ

上げる設備 

導水 配水 

井戸 

取水 

配水池 

流量計 
水の量を計測

する設備 

配水ﾎﾟﾝﾌﾟ 
各家庭に 

水を配る設備 

【R5～R8 において更新する機械・電気設備の一例】 

水位計 
配水池の水位を

計測する設備 

ポンプが故障すると、

水が出なくなる場合が

あるかもねぇ。 
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